
和鉄の道・Iron Road  2023 口絵 

          2023和鉄の道・Iron Road  掲載件数 １６件 

   鉄の話題: 4件 新時代の脱炭素社会構築と鉄: 8件  たたら・製鉄遺跡探訪ほか: 4件 

 

◆ 新時代の脱炭素社会構築と鉄 脱炭素取組の推進が周回遅れといわれる日本 

再生エネルギーの大型発電設備の取組が進んだ１年 日本の新技術展開も 

口絵-1 国内最大規模の洋上風力発電所 ２０２４年１月１日商業運転開始 一般家庭約８万３０００世帯分の電力 

      北海道石狩湾 国内最大規模の洋上風力発電所が 2024.1.1. 商業運転を開始 

   

高さ１９６メートルの風車が１４基設置 最大で１１万２０００キロワットの出力 

「石狩湾新港洋上風力発電所」原子力発電規模を見据えた大プロジェクト 

  口絵-2 ペロブスカイト太陽電池 取組み各社 ２０２５年以降 量産実用化を目指す 

   

口絵-3 日本最大・260MWのメガソーラー稼働       口絵-4 日本がリード 石炭ガス化複合発電所（ＩＧＣＣ） 

    

美作市 パシフィコ・エナジー作東メガソーラー発電所 
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◆ 新時代の脱炭素社会構築と鉄  鉄鋼の取組  

製鉄所の集約化・大型電気炉炉によるクリーン スチール・水素製鉄等脱炭素高炉操業技術の実用化へ 

口絵-5 試験高炉と実高炉操業のアプローチ 大型高炉実機を用いた水素還元の実証試験の開始 

   

口絵-6 日本の鉄鋼各社 先行する欧州メーカーに対抗 グリーンスチールの高級鋼板実用化へ 

    

   
 

◆ COP28開催 ロシア・イスラエルの侵攻による石油・天然ガス・プロジェクト資材の高騰などの取組環境変化により、 

世界各国の取組変化と開発途上国の急速な発展などにより、脱炭素取組・化石燃料からの脱却からの遅れ 

世界は脱炭素２０３０年・２０５０年目標達成の危機に立っている。 

     

    

    

    

◎ アメリカの太陽光・風力発電量、来年初めに石炭火力を上回る見通し 

◎ 日本は太陽光発電の立地難等から再生エネルギーを今の３倍に増やす約束事は達成できるだろうか 

◎ 日本は原子力依存に脱炭素政策転換した。 この転換には大きな国内問題を引き起こす 
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◆ たたら・製鉄関連遺跡探訪ほか 

口絵－8 原始の海には鉄がたくさん溶けていた  水に溶ける鉄「２価の鉄 腐植酸鉄」 

 

  

口絵-9 川西市多田銀銅山 最後の製銅所   口絵-10 三木市の鋸鍛冶 宮野鉄之助  

平安精錬所跡を訪ねました          玉鋼を使って鋸を作れる数少ない匠に興味津々 

  

 口絵-11 たたら情報 江の川沿いたたら製鉄跡 読売新聞 2023.10.27.インターネットより転記  

江津で県埋文センター確認 四隅丸い高殿「類例のない形」 

 

 口絵-12 私の故郷 “ 鉄の街 尼崎 ”   
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